
　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
正
月
早
々
か
ら
の
大

雪
、
3
月
11
日
に
発
生
し
多
く
の

人
命
を
奪
っ
た
東
北
大
震
災
・
大

津
波
、
こ
れ
に
関
連
し
て
起
き
た

福
島
の
原
子
力
発
電
所
の
空
前
の

事
故
、
秋
の
台
風
襲
来
な
ど
大
変

な
年
で
し
た
。

　

私
た
ち
の
周
り
に
は
多
く
の
困

難
と
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
今
年

こ
そ
よ
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に

心
か
ら
祈
り
、
前
進
し
て
行
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
旧
年
中
、
公
民
館
運
営

に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
公
民
館
運

営
審
議
会
委
員
の
皆
さ
ま
、
公
民

館
学
習
グ
ル
ー
プ
利
用
者
の
皆
さ

ま
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
、
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お

か
げ
さ
ま
で
順
調
に
各
種
公
民
館

事
業
を
展
開
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

毎
月
の
お
し
ど
り
学
園
を
は
じ

め
、
ま
ち
の
お
宝
発
見
展
、
野
鳥

観
察
会
、
東
日
本
大
震
災
復
興
応

援
書
道
展
、
小
学
生
生
活
体
験
学

習
、
文
化
・
防
災
講
演
会
、
第
12

回
公
民
館
ま
つ
り
、
長
尾
正
明
遺

作
展
、
地
域
の
食
文
化
や
伝
統
行

事
講
習
、
出
前
公
民
館
な
ど
、
皆

さ
ま
の
生
涯
学
習
・
生
き
が
い
づ

く
り
に
か
か
わ
る
も
の
、
そ
の
成

果
で
あ
る
文
化
芸
術
作
品
展
、
た

く
ま
し
く
心
豊
か
な
子
ど
も
の
育

成
活
動
、
自
然
に
親
し
む
活
動
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

年
間
計
画
と
共
に
時
機
に
か

な
っ
た
企
画
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
希
望
す
る

企
画
が
あ
り
ま
し
た
ら
検
討
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
町
内
各
地
区
に
出
か
け

る
出
前
公
民
館
を
開
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
ど
こ
の
地
区
に
お

い
て
も
過
疎
と
高
齢
化
が
進
み
、

同
じ
集
落
内
で
も
特
に
高
齢
者
の

皆
さ
ま
が
、
お
互
い
に
顔
を
会
わ

せ
る
機
会
が
な
い
と
い
う
話
を
伺

い
ま
し
た
。
「
も
う
何
年
も
集
会

所
に
来
た
こ
と
が
な
か
っ
た
」「
お

互
い
2
年
ぶ
り
に
会
っ
た
」
な
ど

の
話
を
伺
い
ま
す
。

　

出
前
公
民
館
は
、
閉
じ
こ
も
り

が
ち
な
高
齢
者
の
皆
さ
ま
に
、
出

か
け
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
交
流

と
ふ
れ
あ
い
、
趣
味
活
動
な
ど
の

学
習
、
心
身
活
性
化
の
機
会
と
な

る
よ
う
願
い
、
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
い
つ
で
も
、
ど
こ
へ
で
も
出

か
け
ま
す
の
で
、
気
軽
に
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
も
公
民
館
が
、
皆
さ
ま
の

生
涯
学
習
と
自
己
啓
発
、
趣
味
発

見
・
生
き
が
い
づ
く
り
の
機
会
、

集
い
と
よ
き
交
流
の
場
と
な
り
、

キ
ラ
リ
と
光
る
地
域
・
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
が
っ
て
行
く
こ
と
を
願

い
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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和田さんが作られた立派な門松

公
民
館
の
玄
関
に
、

門
松
を
飾
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

　

小
河
内
の
和
田
佳
洋
さ
ん
が
、
公
民
館
の
玄
関
に
立

派
な
門
松
を
飾
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

来
館
者
は
そ
の
立
派
な
門
松
を
見
て
、
感
動
し
て
い

ま
し
た
。
和
田
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

公民館が生涯学習の拠点となり、
キラリと光る地域・まちづくりを推進します

【新年のあいさつ】

日野町公民館　館長　　山本照夫



第 9 回おしどり学園　開催

「みんなで歌おう」
やっぱり歌はいいねぇ！

しめ縄・ミニ門松づくり　開催

新年を手作りのしめ縄で
迎える喜び
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　12 月のおしどり学園は「みんなで歌おう」をテーマに、学園

生全員で合唱を行い、楽しみました。

　今年初の本格的な雪で、外は白く染まりました。そんな中、ま

ずは「もみじ」を合唱。今年は紅葉が遅かったこともあり、山の

紅葉に雪が降り積もった美しい景色を眺めながら、大きな声で歌

いました。

　そのほか「どんぐりころころ」「ふるさと」「上を向いて歩こう」

など懐かしの名曲や童謡など 9曲を大合唱。皆さん笑顔で楽しく

歌いました。歌い終わった後は、「やっぱり歌はいいねぇ」「みん

なで歌うと気持ちいいわ」という声があがりました。歌唱指導の

鳥居敏子さん、ピアノ伴奏の西村美加さん、ありがとうございま

した。

鳥居さんの元気あふれる指導

大きな声を出すと体はポカポカ

　お正月前の 12 月 18 日、しめ縄・ミニ門松づくり教室を公民館

で開きました。講師には、石田三千人さん、和田佳洋さん、坪倉

敏さんを迎え、作り方を教わりました。

　今回は子ども 5人、大人 8人が参加しました。まず、石田さん、

和田さんに手本のしめ縄を作っていただき、参加者は、それを見

ながら見よう見まねで作りました。講師の皆さんに手ほどきをし

てもらいながら、終わりには立派なしめ縄が完成。子どもも大人

も大満足でした。

　中には玄関用、神棚用と何本も作る参加者の方も。昨年も参加

された方もチラホラ。回数を重ねるにつれ、皆さん上手にしめ縄

を作れるようになりました。「毎年習わんと忘れるがぁ」「来年は

一人で出来るようになれればいいがなぁ」といって楽しそうに縄

を綯
な

っていました。

　さらに今回は、ミニ門松も作成。玄関に飾る可愛らしい立派な

ミニ門松です。孟宗竹と真竹を組み合わせて、思い思いの飾りを

つけていきました。南天や松、葉牡丹などをバランスを見ながら

飾り、「ちょっと派手過ぎじゃないか」「それは緑が多すぎるで」

といってお互いにアドバイスし合いながら、自分だけの門松を作

りあげました。

来月のおしどり学園
◆日時　2 月 17 日（金）　午前 9 時 30 分～

◆内容　「日野郡のたたらについて」

　講師　町歴史研修会　川上　護さん

和田さん（中）から指導を受ける参加者

上手にできました！

長尾知子さんから、
公民館まつりののぼり旗を
寄附していただきました
　黒坂３区の長尾知子さんから、「公民館まつり」ののぼり旗を寄附し

ていただきました。

　来年度の公民館まつりでお披露目します。ありがとうございました。

公民館まつりが華やかになります


